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堤防の大工草を控える多摩湖

望
遠
惑
溺
輔
露
悪
筒
繊

現
在
、
狭
山
湖
で
堤
防
補
強
工
事
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
お
知
り
の
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
あ
の
工
事
が
い

よ
い
よ
多
摩
湖
に
移
っ
て
き
ま
す
。

狭
山
湖
で
は
東
京
都
水
道
局
に
よ

り
、
元
の
堤
防
に
大
き
く
盛
土
し
て
、

阪
神
淡
路
大
震
災
に
も
耐
え
ら
れ
る
巨

大
堤
防
が
施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
地

震
に
備
え
る
工
事
は
分
か
り
ま
す
が
、

多
摩
湖
で
同
じ
や
り
方
を
さ
れ
る
と
、

堤
防
下
の
狭
山
公
園
が
大
き
く
損
な
わ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
の
生

き
物
へ
の
影
響
も
心
配
で
す
。
さ
ら

に
、
墳
防
補
強
で
湧
水
が
澗
れ
、
北
川

の
源
流
が
干
上
が
っ
て
し
ま
う
恐
れ
も

あ
り
ま
す
　
（
狭
山
湖
で
は
沢
の
一
つ
が

滴
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
）
。

そ
ん
な
危
惧
を
抱
き
、
か
つ
ば
の
会

の
バ
ロ
ン
が
　
「
ト
ト
ロ
の
ふ
る
さ
と
財

団
」
　
の
方
と
一
緒
に
、
都
の
建
設
事
務

所
に
情
報
収
集
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

都
水
道
局
に
よ
れ
ば
、
多
摩
湖
の
工

事
が
始
ま
る
の
は
平
成
1
5
年
度
か
ら

で
、
現
在
は
、
そ
の
た
め
の
地
質
調
査

や
工
法
を
選
定
す
る
検
討
委
員
会
　
（
狭

山
湖
の
や
り
方
以
外
も
検
討
中
と
の
こ

と
）
　
を
進
め
て
い
る
と
の
お
話
。
ま

た
、
環
境
影
響
調
査
も
予
定
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
吉
野
川

第
十
堰
の
よ
う
に
、
工
事
内
容
が
決

ま

っ

て

か

ら

市

民

に

問

う

よ

う

で

は
、
行
政
、
市
民
共
に
大
き
な
損
失

が
あ
り
ま
す
。
工
法
が
検
討
段
階
の

今
、
対
話
を
す
べ
き
で
す
。
都
水
道

局
も
対
話
に
前
向
き
な
姿
勢
で
す
。

か
っ
ば
の
会
は
、
市
内
外
の
市
民

団
体
と
連
絡
を
取
り
こ
の
問
題
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
年
明

け
に
も
狭
山
湖
の
工
事
見
学
会
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
早
期
の

公
開
対
話
を
望
ん
で
い
き
ま
す
。
皆

さ
ん
も
ご
参
加
下
さ
い
。

ミ
エ
コ
の
王
コ
マ
ネ
l
紹
介
綻

「
留
守
を
す
る
の
で
犬
の
散
歩
を
し
て
ほ

し
い
」
「
パ
ソ
コ
ン
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
」
「
料

理
が
得
意
」
「
お
年
寄
り
と
話
す
の
か
好

き
」
な
ど
、
し
て
欲
し
い
こ
と
や
お
手
伝
い
で

さ
る
こ
と
を
エ
コ
マ
ネ
ー
（
地
域
通
貨
）
で
す

る
と
い
う
方
法
が
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
で
約
3
。
ヶ
所
で
実
施
・
計
画
中
で
す
。

実
施
主
体
は
市
民
団
体
、
N
P
O
、
行
政
等

で
目
的
も
福
祉
、
環
境
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
通
貨
単
位
や
仕
組
み
も

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
コ
モ
倶
楽
部
を
訪
ね

ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
な
ど
で
地
域
の
元

気
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
試
み
の
ひ
と
つ
と
し

て
エ
コ
マ
ネ
ー
を
選
ん
だ
そ
う
で
す
。
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
た
ら
コ
モ
カ
ー
ド
に
内
容
と
額
を

記
入
し
て
カ
ー
ド
を
相
手
に
わ
た
す
。
も

ら
っ
た
人
は
そ
の
カ
ー
ド
で
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
の
リ
ス
ト

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
選
び
お
互
い
に
メ
ー

ル
で
や
り
取
り
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
直
接
の
交
渉
も
可
能
で
す
。

「
コ
そ
ば
あ
く
ま
で
も
手
段
で
、
目
的
は

地
域
の
元
気
と
、
豊
か
な
つ
き
あ
い
で
す
」

と
い
う
説
明
に
大
い
に
納
得
し
ま
し
た
。
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狭山丘陵の東麓、トトロの故郷北
山公園一帯の緑の保全とその前を流
れる北川の清流復活という夢をもっ
て作られた会です。自然と野外の遊
びが大好きで、趣旨に賛同、活動に
参加できる方（参加、入退会自由）を
広く募集しております。現在会員数
は200名です。

●会費　年間3000円。「かっぱ通

信」（隔月問）と可愛らしいかっは会
員証をお送りしま手。
●問合せ“申込み先　〒189－0022東

村山市野口町3－11－8三島方　北川
かっばの会Tel／FaxO42－391－2365

●会費振込先
上記へ現金書留め。または

〔郵便振替　00120－6－104476〕

〔あさひ銀行東村山支店（普）3605694〕

加入者名　北liiかっばの会

●新入会員紹介

大場ふさ恵（新座市）敬称略

●ご結婚記念にカンパ頂きました

北村典子（旧姓下田）さんおめでとう▼

●かっは適信は市内の公民館と図書餌。東

村山駅周辺の「ジェンダー」「トロル」「ジュー

クジョイント」「和事」「とき」「一期一会」「サシ

ェ」に置いています。

『未来の川へ・北川復元プラン』
北川復元プランのパイロットケースとし

て、北山公園周辺の北川が変わりつつ

あります。21世紀の未来の川の姿を探

る一一冊。頒価1000円郵送料390円

●編集後記
このところ夜の会議がたて続け。終
わる頃には自転車のサドルに夜露が
・さぶ一つ。

●北山公田親水脇腹整備事実基本廿田

川蛙会議（義絶回〉
日時：12月9日（土）10時～12時半

場所：北山小学校2Fランチか－ム

問合せ・東村山市みどりと公園課

（042）393－5111

●下毛部遺跡公田づくりワークシヨ汚‘第2回

日時：12月2日（土）14時～16時

場所　下宅都道跡調査団事務所

聞合せ：東村山ふるさと歴史館

（042）396－3800

●身近な川の一斉調査報告会

講演：小倉紀雄氏（東京農工大教授）
日時．12月10日（日）14時へ′

場所：朝霞市川イルプラザ

主催新河岸川水系水環境連絡会

問合せ：藤井（048）466－0916

●新河岸川流域川づくり学習会
一住民の川へのかかわり方～

講師：宮村忠氏（関東学院大学教授）
日時・12月16日（土）9時半～12時

場所：所沢市生涯学習センター

主催：新河岸川流域liiづくり連絡会

問合せ：建設省荒川下流工事事務所

調査課（03）3902－3220

●新河岸川流域フォーラム（予定）
～川と流域に学ぶ社会一

内容：環境学習に向けての新河岸川流
域の紹介と分科会

日時：2月18日（日）10時～16時

場所：清瀬市民センター
問合せ・建設省荒川下流工事事務所

調査課（03）3902－3220

【北川かっばの会定例会】
次回定例会は1月20日（土）
かっは事務所1時～3時


